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県央史談会2019年5月12日（日）史跡めぐり

横浜貿易新報社県下名勝史跡45佳撰当選記念碑

玉泉寺く4位〉・永谷天満宮く27位〉・日限地蔵尊く44位>を訪ねる

三殿台遺跡と弘明寺観音も見学

2019年5月12日（日）

午前7時50分

小田急線本厚木駅中央改札口

小田急線本厚木駅(8時発各停新宿行乗車・340円)＝相模大野

駅(8時16分着・21分発快速江の島行乗車)＝湘南台駅(8時35

分着・45分発地下鉄あざみ野行乗車・830円)＝伊勢佐木長者

町駅(9時16分着)…徒歩14分･･･玉泉寺(9時30分着・50分発）

…徒歩15分…伊勢佐木長者町駅(10時05分着・10時13分発)＝

弘明寺駅(10時20分着)…弘明寺バス停219系統(10時30分発)～

三殿台公園バス停(10時論分着)…徒歩4分…三殿台遺跡(10時

40分着．団体ガイドあり．昼食・11時40分発)…三殿台公園バ

ス停(11時46分発)～弘明寺バス停(11時54分着)…弘明寺商店

街と弘明寺観音…弘明寺駅(13時似分発)＝上永谷駅(13時12分

着)…徒歩5分…永谷天満宮(13時30分着・13時55分発)…徒歩

5分…上永谷駅前3番バス乗場(市バス14時14分発京急ニュー

タウン行)～日限山バス停(14時18分着)…徒歩5分…日限地蔵

尊(14時30分着・50分出発)…徒歩15分…下永谷駅(15時05着・

07発)＝湘南台駅(15時23着・32発各停相模大野行．340円)＝

相模大野駅(15時58分着・16時船分発＝本厚木駅(16時18分着）

バス…徒歩

【期日】

【集合時間】

【集合場所】

【行 程】

※＝電車 ～バス

※今回は市営地下鉄ブルーライン沿線を「市営地下鉄・市営バス共通一日

乗車券｣(湘南台駅で購入830円)を利用して巡ります。ちなみに個別に払

うと1,740円になります。
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県央史談会令和元年5月12日（日）史跡めぐり

横浜貿易新報社・県下名勝史跡45佳撰当選記念碑

玉泉寺(4位・218,2別票）・永谷天満宮(27位・印,729票）

日限地蔵尊(44位・35,638票)を訪ねる

三殿台遺跡と弘明寺も見学

【担当】荻田豊（携帯：090－5412－7190）

【見学箇所と参考資料など】

1．大慈山瑠璃院玉泉寺南区中村町1－6－1高野山真言宗

新編武蔵国風土記稿に「古義真言宗、石川寶生寺の末、大応山瑠璃光

院と號す、開山空賢天正十年二月十二日寂す、本尊薬師」とある。

また、「南区の歴史」には、

一天正5年(1577)5月の創立。往時は鎮守八幡宮、第六天社、稲荷社、

諏訪社、山王社の別当を兼帯したが、明治維新後神仏は分離した。大正

12年9月1日の関東大震災で9間に5間半の本堂、13間に6間半の庫裡、

冠木門や宝物の悉くは灰儘に帰した。大正13年11月仮本堂以下を再建し

た。昭和6年本堂202坪の本建築を行ったが、昭和20年10月29日の横浜

大空襲で焼失した。昭和33年5月鉄筋コンクリート造り、瓦葺き、本堂

140坪が竣工し落慶式を行った。本堂欄間には薬師浄土を現した十二支
のみ

と十六大菩薩、両部曼茶羅を繊細荘厳に望月秀晃氏の鑿跡も美しく彫刻

されて嵌め込まれてある。構図の企画は現住職によるものである。本薬

師如来立像62cm。伝えによれば、藤原末期の作といわれ、羅災後、新た

に本山より付与されたものである。

一とある。

〔註〕

①風土記には「大応山」とあり、明治3年9月の書上げには｢大慈山」

とある｡大応は誤記か、あるいはいつの頃か改称したものか。

②45佳撰当選記念碑は見当らない。寺に聞いてもわからなかった。横
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浜大空雲などで喪失か。

2．三殿台遺跡磯子区岡村4－11－20

三殿台遺跡は、縄文･弥生.古墳時代のムラの跡です。遺跡は標高55.1

mほどの小高い丘の、約1万㎡の広さにある平坦な場所にあります。丘

の周りの斜面には数か所の貝塚が点在し、明治30年代に発見され、「屏

風ヶ浦岡村貝塚」の名称で紹介されて注目されるようになりました。そ

の後、隣接する市立岡村小学校の校地拡張予定地となったため、昭和36

年夏、多くの研究者や中・高・大学生、市民ら延べ5千人が参加して、

遺跡全体の発掘調査が行われました。

調査の結果、縄文時代から古墳時代にわたる約250軒もの竪穴住居跡

が見つかりました。特に弥生時代の住居は170軒近くあり、当時のムラ

としては大変貴重なものであることがわかりました。そのため、大岡川

流域の原始・古代のムラの様子と生活の内容を知ることができる重要遺

跡であるとして、昭和41年に国の指定史跡となり、翌年に三殿台考古館

が開館して、遺跡と共に公開されています。

〔註〕

①特に、縄文海進に注目してください。

②遺跡は、岡村出身のフォークデュオ・ゆずのCD「すみれ」のジャ

ケットの撮影場所のひとつにもなっています｡また、彼らの曲「夏色」

に「この長い長い下り坂を～」というフレーズがありますが、これは

遺跡近くの「鬼坂」と云われています。

3．瑞應山蓮華院弘明寺南区弘明寺町肥7番地

横浜最古の寺坂東三十三観音第14番札所

今から1300年近く前、元正天皇の養老5年(721)のインドの善無畏(ぜ

んむい)三蔵法師が渡来、それから17年を経て聖武天皇の天平9年(737)、

天下に悪病流行の際、河内和泉の国の僧行基が勅命を奉じて、天下泰平

祈願のため全国を巡錫(じゆんしゃく）し、当山の浄域に草庵を造り、一

刀三礼(一刀刻む毎に三度礼拝する)の至誠を尽して彫刻祈願されたのが、

2



ー

現在の御本尊十一面観世音菩薩様です。

嵯峨天皇の弘仁5年(814)には、弘法大師が回国の際、一千座の護摩を

焚いて庶民の除災招福を祈願したと言われています。

そして寛徳元年(1例4)3月10日、光慧上人により瓦葺き本堂が建立さ

れました。御本尊様の彫刻予想年代とこの本堂建立の年代がほぼ一致す

ることから、この頃が実際の開山と思われます。

鎌倉時代には、「求明寺」と称されていたものを､,観音経偶文(かんの

んぎょうげもん)の中の｢弘誓深如海｣（ぐぜいじんにょかい)の「弘」の

字をとり、「求」を改めて現在の弘明寺となりました。

明和3年(1766)に智光上人により現在の本堂に再建されましたが、光

慧上人が建立した時のチョーナ彫りの床板や梁、桁等は再使用されてい

ます。

大政奉還によって政権が朝廷に戻り明治時代を迎えると、神道に属さ

ぬ仏教寺院は全国で大弾圧を受け、当山も寺領は御朱印と共に新政府に

没収され、明治中期には無住職になって寺伝、寺宝の数々、住職系図ま

でもが紛失する事態となりました。

明治34年(1901)に渡辺寛玉師が住職に就任すると、弘明寺保勝会が設

立され、弘明寺の復興と町興しに皆逼進しました。大岡川沿いの桜並木

もこの当時植樹されたものです。

明治44年(1911)には、県知事周布公平氏の指示により、仁王門前から

鎌倉街道に接する農道が整備され直線の4間道路が完成、これが現在の

弘明寺商店街です。

昭和に入ると、4年(1929)に湘南電気鉄道(現京浜急行電鉄)が、寺裏

山を貫通して弘明寺駅を完成しました。

昭和51年(1976)には、美松寛海和尚により本堂屋根銅板張り替え工事、

客殿改修工事が行われ、続いて美松寛定和尚により「平成の大修築」が

実施されました。

平成13年(2001)6月には、京浜急行電鉄株式会社より会社設立100周

年の記念事業として、人々の病気平癒を祈願するために身代地蔵菩薩が

境内の奉納されました。（以上HPより）
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【文化財など】

①金剛力士像(仁王像)と仁王門横浜市指定有形文化財

仁王像は、13世紀後半、早期運慶様を尊守する鎌倉仏師の作。神奈川

県下に遣る最古の中世作。平成13年に修理。

仁王門は、江戸時代に再建され、平成14年に改修工事。「瑞應山」の

扁額は享保7年(1722)に没し、徳川幕府に仕えた書家佐々木玄竜の書。

②本堂

寛徳元年(1044)3月10日、光慧上人により本堂が建立され、開山され

た。現在の本堂は、明和3年(1766)に智光上人により再建されたもの。

光慧上人が建立した時の古材である、チョーナ彫の床板などが使用され

ている。昭和51年に茅葺きより銅板葺きに改修。

③大悲殿の扁額

山岡鉄舟の書。明治初年、弘明寺より金沢八景を回遊した時、書した

もの。大悲殿とは、人々の苦しみを共に感じ歩む大悲の観世音菩薩を奉

る寺の意。

④本尊十一面観世音菩薩立像

大正4年国宝指定昭和25年国指定重要文化財

平安時代中期の作。像高181.7cm，ハルニレの木の一木造り。関東に

遣る鉈彫りの典型的な作例として有名である。

⑤木造黒漆花瓶（くろうるしけびょう）横浜市指定有形文化財

室町時代初期の作。御本尊様に常花として供えられたもの。「亜」と

言う字の形をしており、檸材を轆轤で挽いて成型した4つの部分を組み

立て、黒漆を全面に塗装した。木造で大型の花瓶であり、他に類を見な

い珍しさがあることから、当時の弘明寺の伽藍が大規模であったと予想

される。

⑥梵鐘と鐘楼堂横浜市指定有形文化財

梵鐘は、鋳銅製の和鐘で江戸時代中期の寛政10年(1798)、阿闇梨秀光

が願主となり再々造したもの。江戸神田に住む西村和泉守藤原政平とい

う鋳物師の作で、川崎大師平間寺の梵鐘の同人の作。
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